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登録カテゴリーと取組例

◎こども用製品の安全な使い方・選び方に関するレクチャー会を対面で実施
◎幼児教室にてこども用製品の安全な遊び方に関するイベント実施
◎こども用製品のメーカーが学生向けに工場見学を実施

カテゴリーA：消費者参加型の取組

◎こども用製品の安全基準を動画配信で解説
◎消費者からこども用製品の事故情報を収集し、HPで継続して発信
◎こども用製品の安全な遊び方に関する動画を配信
◎HPに会員向け情報ページを作成し、こども用製品の安全な遊び方に関する記事を掲載

カテゴリーB：SNS・HP等を活用した情報発信

◎製品安全意識向上を目的とした展示会・パネル展に出展
◎こども用製品購入時に、適した製品を選んでもらうためのサポート体制を構築

カテゴリーC：その他こどもの製品安全確保に向けた取組
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